














































































































































花津八良が天正十六年新領主戸田氏によ て二百石の知行状を受けていることは注目される。（「吉田古記」二三三頁 また十五将的大名主の有力な家臣も庄屋に移行しており、「宇和旧記」「大洲旧記」中にその例を多く散見することができる。なお庄屋に変身したと思われるより多く クラスは庄官級名主名本であったと考えられるが、その名本は、
（前略）｜扱此下農無だておする所をさせぬ事は・・・宗案答に：


































































































































































































































































































































































































































































































明 … 認 初 ）







































































家督共被下置候党之進為指故茂無之－一御取上被仰付候故此度惇江右様宜被仰付候党之進其頃幸右衛門卜名改ス享保二十卯年六月吉波村丈助江石原村庄屋被仰代音地村善右衛門江未森村圧屋被仰付右幸右衛門 音地 付｜（後略）」というように一方的にその地位を剥奪或は移動せしめられるのである。しかし藩権力が対農民的勢力に優越している限り、彼等の地位は保証され、また保証することによって藩権力は自己に向ってくる農民の鉾を巧みに庄屋へすりかえ分裂支配に成功しているのであ 。
庄屋の特権的地位が変化に之しく永続したことは右の政治的理




















由の外 経済的な理由が考えられる。当地方は主穀中心の後進地帯であるがその中でこそ既述した如き特権的地位は生 永続するのである。過大な役地とそれ 要する労働 を課徴する特権を享有するところから、耕地を拡大し積極的な農業経営を行うという相対的に不利益な方法を避け、損をしないまま 特権を維持することに専念したであろうと想像される。当地方の庄屋で莫大な土地集積を行ったという例は見られない。宇和島藩においても圧に土地の集中する傾向は いといわれてい （「伊予史談」一四七号
l
『宇和島藩における農民層の階層分代と幕末一庄屋の農
業経営』）吉田藩にあっても同様で城下町に近い是一房村庄屋は元禄六年に三町四反二歩の土地を所有しているが、天明二年 至っても三町四反十八歩と殆ど変化 てい 。（岡村「下ケ札」）辺境の山奥地帯の小松村庄屋 保有高も宝暦十年から文化十四年まで三町余の所有 に大した変動はなく（同村一，下ケ札」）更に中間地帯 中野村庄屋も天明 年 約四町の所有地を持つのみ
庄屋の地位について（高木）
である
。
（岡村「下ケ札」）そこで飛躍した言い方であるが過大
な特権が藩の意図する自給自足経済の保持に一役かっているのである
υ
以上宇和島藩吉田藩の庄屋の地位
H
特権的地位について考えて
きたわけである 、その性格から政治的にも経済的にも領主権力の維持に大なる役割を呆したとレうわけである。
庄屋層の歴史的役割を考える場合、先進地域の前向きの力（或
条件の中で、しかも相対的な意味であるが）を評価する
一方後
進
地域の圧屋がもっ保守的な力をも併せ考え、両者を総合的に歴史の中で把握していくことも一つの課題であろう。
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